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3．　マウス腹腔マクロファージからのNO産
　　　生におよぼす酸化LDLの影響
（東京薬大・　　　　　熱血幸彦，松野了三
　第一薬剤学）　　　　有馬英俊，土屋晴嗣
LPS刺激によるマウス腹腔マクロファージか
らのNO産生におよぼすLDLの影響について検
討し，以下の結果を得た．　①LPS刺激による
マクロファージからのNO産生は酸化LDLによ
り濃度依存的に阻害され，1　8μg／mlで完全に
阻害された．一方，LDLおよびacetyl－LDLの
添加ではNO産生の阻害は認められなかった．
②NO産生の阻害には酸化LDLによるマクロフ
ァージの前処理が必要であった．③NO産生の
阻害はNO産生酵素であるiNOSの誘導阻害であ
ることをWestern　blot法により明らかにし
た．　④NO産生阻害機構を明らかにするため
に，細胞内情報伝達に深く関わるタンパクの
チロシンリン酸化およぼす影響について検討
し，酸化LDLによりp41のチロシンリン酸化が
阻害されることを明らかにした．　酸化LDL
と同じくマクロファージのスカベンジャーレ
セプター（SR）を介して取り込まれることが知
られる負電荷リボソームによっても同様の結
果が得られていることから，NO産生の阻害に
SRが関与することが示唆された．
　5．　　　慢性腎不全患者の末梢血リンパ球に対する
　　　　　シクロスポリンとFK506の抑制効果の比較
東医大八王子医療センター薬剤部○竹内裕紀奥山清
同第5外科内山正美小崎浩一松野直徒長尾桓小崎正巳
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即実太郎【目的】CYAと同作用機序を有するFK506が腎
移植で適応となり、今後両薬剤の選択が問題になってく
る。そこで患者個々のCYAとFK506のリンパ球感受性を
求め、薬剤感受性に基づいた薬剤選択を行うための検討
をしたCi【方法】46例の慢性腎不全患者を対象とし、リ
ンパ球の幼若化を50％抑制するCYAおよびFK506の濃度
（ICfo＞を求め感受性を評価した。またCYAとFK506のIC5。
比で、FK506のCYAに対する相対力価比を求めた。　【結
果】CYAとFK506のIC50間には有意な相関があり、CYA
に感受性の良い患者はFK　506に対しても感受性が良い傾
向にあったが、個人差が認められた。そこでICb。の対数
値の平均±2SDより標準範囲を求めると、　FK　506に低感
受性の患者が1例、CYAに低感受性の患者が1例、　FK506
に高感受性の患者が1例、CYA、　FK506ともに高感受性
の患者が2例でした。このような標準範囲から逸脱して
いる患者が腎移植を受ける時には感受性の高い薬剤を使
用し、感受性の低い薬剤は避ける方が望ましいと考える。
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緒言：拒絶抑制は角膜移植においても重大な課題である。今
回、我々はpenic血【m　b卿iQompactumにより産生される抗生物
質、ミコフェノール酸（MPA）とその誘導体であるCAMを実
験的角膜移植に用い、その効果について検討した。
方法：ドナーにはFiSlier344を、またレシピエントにはLewisラッ
トを用いた。CAM内服投与量では、30mg／kg／dayのCAMを
15日間内服させ、点眼投与群では一日4回、5％MPAの点
眼を行った。また、CAM非内服群及びMPA非点眼群をそれぞ
れコントロール群とした。
結果：内服コントロール群では、80％に拒絶反応が発症し
たが、CAM内服群では、125％に拒絶反応が発症したのみ
であった。また、MPA点眼群では37．5％が拒絶されCAM内服
ほど有効ではないものの、コントロール群の889％に比較し
て拒絶抑制効果が認められた。
結論：CAM内服及びMPA点眼は実験的角膜移植後の拒絶抑制
に有効であると考えられた。
　6．　家兎実験的抗リン脂質抗体症候群（APLS）
　　にみられた肉芽腫に関する免疫組織学的検索
　　　　　　（病理学第一）西川純子、嶋田裕之
　　　　　　（免疫学）　　鈴田達男、水口純一郎
　　　　　　（病理学第二）佐々　弘
　家兎実験的APLSにみられた多彩な肉芽腫性病変
にっき免疫組織学的検索を行った。　【材料と方法】
家兎肝粗ミトコンドリア分画を抗原とし、FCAと共
に家兎足並に4回皮内注射、12週後に屠殺した。－
Mt群、カルジオリピンと梅毒患者血清を抗体過剰、
最適比、抗原過剰の条件下で混合、immune　c。m－
plexを作成、10回静注したものをIC群とした。抗
家兎macr。phage抗体、抗vimentin抗体、抗desmin
抗体、抗K－sm。。th　muscle　actin（，（’一SMA）抗体、
二兎lgG抗体を用い免疫組織学的検索を行った。
【結果と考察】c－Mt群においては、肺、心、肝に
リンパ球浸潤を伴う多数の肉芽腫が観察され、
vimentin（＋），desmin（一），o‘C－SMA（一），macrophage抗原
（＋）で、肉芽腫を構成する細胞は主としてmacro－
phageと考えられた。　IC群では、顕微鏡的肉芽腫が
肺に散在性に認められるのみであったが、最適比
IC群と抗原過剰IC群に偽好酸球浸潤を伴う汎動脈
炎を認めた。本実験群は系統的肉芽腫性病変の実
験モデルとして有用であると考えられた。
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